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博物館にbける体験学習について

一一ー歴史系博物館の体験学習室を中心 l乙一一ー
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一一 Particularly on the Case of Historical Museums 一一
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I はじめに 視聴覚から触覚へと，展示で伝える情報の領域の拡大

最近，ほとんどの博物館で，コンピュータを見かけるよ が，聞かれた博物館の社会への一層の定着と比例してい

うになった。また，社会では，オフィスオートメーショ るならば，体験学習は今後も博物館の中で増えていくで

ンという言葉が，常識となって久しい。生活の中から肉 あろう。

体労働は少しずつ消えていき，知的な操作がそれに取っ 乙のような時に乙そ，体験の意義を見直し，博物館に

て代わろうとしている。 おける体験学習の実態と今後の方向を検討する乙とは意

一方，入試制度に象徴されるように，紙の上の知識が 義のあることだと考えた。

一層重視されるようになってきている。 なお，本稿をまとめるにあたり，埼玉大学博物館学講

今，おとなも子どもも，頭に比べて，全身を使って活 座・新井重三先生に御指導を頂きました。厚くお礼を申

動する機会が少くなっている。自ら物を作ったり，育て し上げます。

たりする機会が減っている。乙れは，依存社会化されつ

つある現代の特徴でもある。

さて，次l乙，博物館展示の中での体験学習の歴史的な

位置を考えてみよう。かつて， r ものをして語らしめる」

という陳列の時代が長く続いた。それが，明治百年の博

物館ブーム前後から，ストーリーを重視した展示が一般

的になってきた。それに伴い，実物以外のジオラマ，レ

プリカ，映像等が，ストーリーを展開する必要上，積極

的に展示に取り入れられるようになった。そして，その

後の科学技術の進展とともに，展示技術も進歩した。そ

れは，コンピュータやビデオディスクを導入した，映像

展示の分野で顕著である。

しかし，乙の段階の展示では，まだ， r人」と「もの」

の聞に，ガラスやパーテーション等の境があった。また，

人が受け取る情報は，視聴覚情報が大半を占めていた。

それが，体験学習が広まることによって， r人J と「も

の」との境が取り払われ，人は触れるという，ものとの

密接なコミュニケー・ションを通して，ものから多面的な

情報を得られるようになったのである。

*たかいよしあき 筑波大学大学院

連絡先 〒 110 東京都台東区上野 3 ー 14 ー 7

n r博物館における体験学習」の定義と調査

の方法について

まず， r体験学習」の定義をする。その際，体験学習

一般ではなく， r博物館における体験学習」について定

義を下す必要がある。敢えて「博物館における」と限定

する理由は，たとえば，学校教育では博物館の利用自体

が体験学習に含めて考えられることもあるからである芋1
さて，本稿では， r博物館における体験学習」を「博

物館内で，または，博物館職員の指導の下で，成人から

児童までの広範な人々が，手や身体を使い，ものを製作

したり，ものを用いて能動的に自己の意志を表現する行

為に立脚する学習」と規定する戸
次 i乙，乙の定義に基づき，昭和61年11月から昭和62年

3 月まで，体験学習の実態、を調査した。その方法は，主

な博物館の体験学習室の観察と，担当職員からの体験学

習に関する聞き取り調査であった。

体験学習は博物館の中でも，様々な形で行われている。

しかし，特l乙，体験学習室には，体験学習が典型的な形
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で，集中されていると思われた。そ乙で，体験学習室か

ら，比較的容易に体験学習の実態を把握できると考えた

のである。

だが，そうした方法を取ったことは，本稿での考察 l乙

次のような限界をもたらしている。

すなわち，本稿で取り上げた体験学習は，体験学習全

体から見た時，一部に過ぎない。注3
また，調査の対象となった体験学習室は歴史系博物館

のものであるために，歴史に関する体験学習を基本とし

て考えを進めている。

遊び~!体験学習

週~ ~ 

体験博物館・房総の村である。そして，第 2 のタイプの

例が，埼玉県立博物館体験の広場，福島県立博物館体験

学習室，仙台市博物館プレイミュージアム，岩手県立博

物館体験学習室である。

こ乙では，前者を製作型体験学習，後者を遊び型体験
芹4

学習と名付けた。江 製作型体験学習とは，ものを作る

または，ものを育てる体験学習である。具体的には，機

織り，竹細工等の農作業，調理がある。一方，遊び型体

験学習とは，ものとじかに接する，または，ものを用い

て表現する体験学習であり，活動の結果を問わないもの

製作F自体験学習，

Ostl文士穏と恕限照 10純文土鶴と施文
〔鳴らせる〕

その他

人貝 学芸員 解説員

表-1 体験学習室の学習内容

さらに，歴史系博物館の体験学習について主に考察し

ているが，講座や教室等，常時開催されていないものは

対象としていないのである。

このような限界の中で，既l乙述べた定義と方法 l乙則り，

博物館における体験学習について，明らかになった乙と

を以下に示す。

][ 2 タイプの体験学習

調査した各館の体験学習室の学習内容を整理したもの

が表ー 1 である。常時行われている体験学習に着目して

乙の表を見る時，学習内容が「作る」という項目に集中

しているものと， I着る，遊ぶ，触れる」という項目に

集中しているものと 2 タイプあることが明らかである。

第 l のタイプの例が，清瀬市郷土博物館伝承スタジオ，

コンパニオン l 奉仕員〔商慣サークル会員) 1 指渇貝〔専門m術者〕

である。具体的には，鎧を着る，玩具で遊ぶ，土器に触

れる等の内容がある。

なお，製作型体験学習と遊び型体験学習とを比較し，

それぞれの特徴を整理したのが表ー 2 である。乙の表か

らわかるように，製作型体験学習はーたとえば，機織り

表-2 製作型体験学習と遊び型体験学習の特徴
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のようにー専門的な技術が要求され，それを習得するた

めには指導が必要となる。また，材料一機織りの場合で

言えば糸ーを購入する費用も必要になる。つまり，製作

型体験学習を継続していくためには，少くとも指導員と

材料購入費の確保という，人的・財政的な負担が大きな

ものになる。まず，管理・運営する立場から見た時には

製作型体験学習は遊び型体験学習と比べ，実現・維持の

点で，負担が大きく，難しいと言えよう。

次に， 2 つの型の体験学習を，学習者の側から比較し

てみる。たとえば，竹トンボ作りと既成の竹トンボで遊

ぶ乙とを比べてみた時 I r. ，前者の製作型体験学習は，よ

り時間がかかり，より大きな身心のエネルギーを必要と

するであろう。

以上より，製作型体験学習と遊び型体験学習は区別さ

れねばならないことが明らかであると思う。体験学習の

実態，問題点，今後の方向も，それぞれの型によって異

なってくる。

従って，乙れより以降の議論は，各型ごとに進めてい

く。

IV. 製作型体験学習

1. 製作型体験学習の事例一一機織り一一

(1) 清瀬市郷土博物館の機織りの体験学習

この例では「奉仕員J と呼ばれる人達が指導にあたっ

ている。奉仕員は，回和61年10月から体験学習を重ね，

機織りの技術を習得し，現在もなお研修を続けている一

般のボランティアである。従って，この体験学習は二重

構造になっている。すなわち，奉仕員の指導で行われる

一般学習者の体験学習と，奉仕員自身のものとが並行し

ているのである。調査にあたって，奉仕員から，教える

側と学ぶ側の両面より，多くの意見を得る乙とができた。

そのため，本例を乙こで取り上げる乙とにした。

清瀬市郷土博物館では，機織りは，毎週，火，土，日

曜日の午前10時から午後 3 時まで(昭和61年度中) ，伝

承スタジオで行われている。

乙乙は， I先人の知恵，くらし。それらを体験」注5
するための，農家風に造られた部屋である。(写真 1 ) 

このスタジオの奥の座敷に，高機が 3 台置かれている。

1 台は体験学習用台は奉仕員のデモンストレーショ

ン用，他の l 台が奉仕員の研修用である。(写真 2 )乙

の高機を使って，学習者はサキ織りを体験できる。高機

の操り方は，奉仕員が学習者 i乙一対ーで指導してくれる。

縦糸の調整，緯糸の補充も奉仕員がやってくれるのであ

る。学習者は，縦糸に緯糸を通す作業を体験する。

写真 1 清瀬市郷土博物館伝承スタツオ

写真 2 清瀬市郷土博物館の体験学習用高機

乙の作業の間，奉仕員は学習者 l乙清瀬の機織り歌等，

機織りに関するエピソードを伝える乙とがある。逆l乙，

学習者は奉仕員に感想、を語る乙とがある。感想、は奉仕員

から館 l乙伝えられ，改善に役立てられるという乙とであ

る。

なお，乙の体験学習は，時間円であれば，いつでも，

誰でも，無料で参加できる。材料の糸は館有品であるが，

織り上がった布は無償で学習者に与えられる。多くの人

が体験できるようにとの配慮から，織れる布の長さは約

20cm ( 時聞にして 20分程度)という制限がある。

(2) 久津見宣子の機織りの授業
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今まで述べた博物館の製作型体験学習を分析する一つ

の視点として，学校での製作型体験学習との比較がある

と思う。乙乙では，比較材料として「ものをつくる授業」

の中から久津見宣子の機織りの授業を紹介する。注6
機織りの授業の大きなねらいは「農業と牧蓄の時代

(新石器時代)では，糸つむぎやはたおりの発明を，古

代では，農民に課せられた税としての織りものづくりを，

中世では衣類を自給するための紡績とはたおりを，近代

では，産業革命によって大工業化した紡績と織布を……

という具合に，それぞれの時代で，ある内容がわかるた

めに，はたおりをする。いいかえれば，布をつくる乙と
注7

でひとつの歴史的な見方や考え方ができる」 という

乙とである。その背後には「布をつくるまでの段取りと

技術，労力，時間などの大きさや，道具としての織り機

の発明のすばらしさは，実際にはたおりをしていて，は
注8じめてわかることである」 という考えがある。乙の

ようなねらいと考えに基づき，小学校 6 年生を対象とし

た授業の経過は次の通りであるよ主9
まず，生徒にガーゼを配り，それをほぐさせる。その

乙とから，布は糸からでき，糸は繊維からできている乙

とを確かめさせる。次に，綿を配り，糸を紡がせる。そ

の後で，青と赤の紙テープで，縦糸i乙横糸を通す実習を

させる。乙れは，縦糸に横糸を指でくぐらせるのは時間

と手間のかかる大変な仕事であることを気付かせるため

のものである。との後で織り機を示し，綜統を上げると

縦糸が一本おきに持ち上げられ，横糸が一度に通せる乙

とを確かめさせる。このようにして，織り機が大発明で

ある乙とを理解させる。そして，実際に織りを始める。

まず，全員を集めて，ひととおり織り機の動かし方を

説明する。次に，最初の子どもに手とり足とり具体的に

動かし方を教える。そして，その子から次の子どもへと

いうようにして， I1員々に教え伝えさせるのである。この

ように，伺自にもわたって，学年全員が機織りを体験し

Tこ。

乙の体験の事後の授業として， r農民 l乙課せられた税

(調) J を以下のように展開した。

大きな苦労をして農民は布を織った，という乙とを生徒

l乙認識させたのである。

2. 製作型体験学習の効果と問題点

(1) 製作型体験学習の効果

乙の型の体験学習には，次の 3 つの効果がある。①事

実に裏付けられた認識が今までの認識を変える。②もっ

と作りたいという意欲が高まる。③もっと知りたいとい

う意欲が高まる。なお，これらの効果は，博物館におけ

る製作型体験学習についてのみ言える乙とではなく，学

校でのものをつくる授業にも共通して言える乙とである。

以下比，それぞれの効果について述べる。

① 事実に裏付けられた認識が今までの認識を変える。

〔清瀬市郷土博物館〕

奉仕員は「糸の吟味から織りまで全てを通して体験し

たので，作業全体が把めた。」そして， r今までは捨て

ていた古切れを大切にするようになった。」と語ってい

た。乙れは，サキ織りを十分に体験して，横糸として使

われる古い切れの利用価値を認識したという乙とだと思
注目

われる。

(ものをつくる授業一一久津見実践〕

体験学習を経た生徒は次のように変わった。 rたとえ

ば一反の布を見せられたときに，思わず口をついて出た

のは『乙んな細い糸で，乙んなに揃って(布目が)いるJ

という乙とばでした。…中略…布も鉄も米も，授業とは

なれたところでそれを見た場合，その背後にある作られ

る工程や，それに要する労力や時間，材料，技術などの

いく分かを自分で推測する乙とができるようになったの

は，実際 i乙自分が作ったときの体験にもとずいて，具体

的なイメージが描けるからなのでしょう。」注11
つまり，体験が具体的なイメージをもたらし，それが

生徒の物を見る目を培ったという乙とである。乙れは，

事実に裏付けられた認識が，今までの認識を変えていく

という良い例であろう。

「調」という言葉について導入を行った後に，生徒が ②もっと作りたいという意欲が高まる

織った布を示し，織るのにかかった時間と，その時の苦 〔清瀬市郷土博物館〕

労を思い起乙させた。 学習者の感想の内，一般的なものは「機織りは楽しい。

その上で，反物を使い，古代の農民 l 家族分の調がど もう一度やってみたい。 J r織りだけではなく，糸の段

れくらいの量であったのかを，具体的に示した。また， 階から全て通して，やってみたい」という乙とである。

絹の切れを配り，糸の細さを確かめさせ，織る手聞を推 一方，奉仕員は，高機サークルで，糸の吟味から，整

測させた。 経，織りまでの全工程を体験している。そして， r全て

そして，自分達と比べものにならないほど長い日数と を手がけたので本当の作る喜びがわかった」として，活
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発 l乙サークル活動を続けているのである。

これらのことから，体験学習は製作意欲を高めると言

えよう。注ロ

(ものをつくる授業一一久津見実践〕

一度製作に入ると夢中になり，仕上げた時には，嬉し

さ，満足感を覚えるという乙とを次のように述べている。

「日 Cろ， r 手の乙とはあんまり好きじゃない』と気の

りしなかった子どもたちも，実際に糸や布，土器などを

作る段になって，少しずつ形ができてくると，もうもの

も言わずに手を動かし続けています。ものを作る過程の

楽しさに加えて，仕上げたときの嬉しさ，さらに自分が

作ったチョッキを着たり，作った土器で栗を煮たりして，

自分が使うところまでいくと，満足感はいちだんと深ま

ります。」注目こうした，楽しき，嬉しき，満足感が製
作意欲の向上と密接に関わっていると思われる。

③ もっと知りたいという意欲が高まる。

〔清瀬市郷土博物館〕

清瀬市在住20年の奉仕員が，高機サークル l乙入会して

総のむらの機織りを例に取ってみる。両者共に，十分な

技術指導がなされるので，短時間の学習にもかかわらず，

学習者は機を操れるようになる，また，指導員とのコミ

ュニケーションを通レて，学習者は多くのことを知る乙

とができる。

しかし，久津見実践の事後授業「農民に課せられた税

(調日のような学習者の歴史認識を変えるような知的学

習プログラムが，乙れらの体験学習に組み合わされてい

ない。それは，現在のように，短時間の体験学習では無

理なことかもしれない。だが，改善を必要とする事項で

あろう。伺故ならば，歴史系博物館における体験学習の

真のねらいは，学習者の歴史認識を改める乙とにあると

思うからである。そのためには，たとえ，どのようなも

のを作ろうとも，それだけでは不十分である。歴史認識

を養う学習プログラムが必要な所以である。久津見の

「ただものをつくるだけでは，社会や時代を認識させる

乙とにはなりません。J 注目という言葉は，歴史系博物
館の体験学習にも通ずるものがある。

「清瀬のことで，知らない乙とが多いのに驚いたJそし ② 部分的体験である。

て，清瀬の乙とを多くの人から学んでいるという乙とで 乙れは，製作の全工程を体験させているのではないと

あった。 いう意味である。機織りという製作型の体験学習を例に

乙れは，体験学習を通して得た新たな認識が，今まで とれば，清瀬市郷土博物館，房総のむらと共に，織りだ

は身近過ぎたために気付かなかった地域というものを見 けを体験することができた。それに対して，図-11z::.示す

直させ，地域に関して学ぶ意欲を高めたのであろう苧14 ように，久津見が小学校 2 年生に行った， rはたおりの
〔ものをつくる授業一一久津見実践〕 授業」では，わたの栽培から織った布で着るものを作る

体験学習は知的学習意欲を高める。乙の乙とを，久津 乙とまでやっている。

見の実践報告から例証できる。 また， 2 つの博物館の学習者に共通して， r全体を通

「子どもたちは，さかんに本を読み，調べる乙とに興 して体験がしたい」という要望のあった乙とは，部分的

味をもつようになりました。ふだん本を敬遠していた子 体験ということが，改善を要する問題点である乙とを示

どもが， r しらべるんだから本買って J といったり，自 している。

分から図書館の本を借りてきて読みふけるようになった

というおかあさんからの話もありました。注目 @ 集団を対象とした学習形態ではない
機織りでは，清瀬市郷土博物館，房総のむら共に，指

(2) 製作型体験学習の問題点 導員と学習者は，基本的には一対ーの関係である。それ

乙こで述べるのは，学校の f ものをつくる授業と比較 故に，学習者にとっては，きめ細かな指導を受けること

したとき明らかになる，博物館での製作型体験学習全て ができ，技術を習得するには理想的な条件である。

l乙共通する問題点である。その主要なものとして，①知 しかし，一方では，既に述べた久津見実践のように，機

的学習プログラムが不十分である，②部分的体験である， の動かし方を，教師から最初の子どもが学び，次の子ど

③集団を対象とした学習形態ではない，の 3 点を挙げる もへ伝えるという学習形態も，可能性としては存在する

ことができる。各問題について次に述べる。 はずである。むしろ，乙のような学習形態の中では，学

習者同士が互いに教え，互いに学び「新しい人間関係が

①知的学習プログラム 生まれ」ると同時に「共同でものをつくり出す喜びを体

製作型体験学習を展開している清瀬市郷土博物館と房 得」することもできるであろう。注17集団学習には個別
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(1)授業計附 (2) 授 業 の す す め か た

5 月 わたの持活

ー たねまきー開花一結実 -観察.記鈷
11月 収時

①.nるものしらベ -いま.nているものをたしかめる.
ジャンパー.セータ一、ブラウス、ズボン.肌打-など

-それらをお付別に分期するーきれ(.(jj) 、ニ.'/ト{あみもの)

②衡あつめ ..nているものや家から持ってきた.(jj を抜べて. r もめんののjJをfl. える。

10JJ -もめんは~I::jr，'の'"でたくさん使われていること. r,' J さらし J を見せる.
③.(jj(jfuJからできているか -ガーゼを見せて、たて糸、よニ糸が交 11:にくぐりあっていることをたしかめる.

-ガーゼのたて糸‘よ ζ糸をぬく.

@糸IjMからできているか -ぬいた糸をほぐして.みじかいfせん L 、 J になることをたしかめる.

⑤せんいしらべ . ~x.砲したわたの・~を配り.なかみを JI'( り m して叫旅する。
-わたのせんいと.糸をほぐしたせんい lil.;) じであるニとをたしかめる。

⑥せんいから糸をつくる -糸のっくりかたを説明

11月
-わたから、糸をつくる尖11
-つく勺た糸を、糸まきにまく@

①糸から布をつくる -布の構造を忠い出させ、紙テープでよニ糸の通しかたを与-える e
-涯に 1 台ずつ、小型総り機を配る。
-全員が交代で織る.

@借り機を作る • r授業を削る J 2 号 (40ページ):参!!(~

12月
⑤はたおりの実符 -自作の織り機で、イIiを織りあげる.

⑪徹ったイb・で、お・るものを • 4 枚の布iを?とじあわせ、わきをとめる.
つくる{チョッキ) .uだちの作品を見て話しあう.

⑪今までの学習のまとめ -絵と文章 ・倒人の記録 ・紙芝肘の共同製作

lJJ 
⑫いろいろな布っくり …ーん)手紡.手織り、機li紡続 長動物いせの毛んい ーー麻ウ.ー芭ル1.v，布 :先物見*. スライド、 8 ミリなど
織hx締りなど

かいこの糸 ーきぬ

図-1 久津見宣子の小学校 2 年生を対象とする機織りの授業経過

(白井春男，久津見宣子『ものをつくることと授業』日本書籍， 1985年， P.91 ) 

学習とは別の価値があるはずである。そして，集団学習

は子どもにのみ必要なものだとは思われない。

集団学習に参加した成人でも次のような感想を持つか

らである。すなわち rいっしょに参加している人の絵
注18を見るととも大変勉強になります。」 また「描く乙と

のよろ乙び，観る事のたのしさ，同好のお仲間との語い

の中に，いづれも大変勉強になり…中略…年齢も忘れて
注目

闘志を燃やしております。」 とれらは，いずれも千

葉県立美術館県民アトリエでの実技講座参加者の感想で

ある。

個別の体験学習の良さを残すと同時に，集団の体験学

習の良さをどのように取り入れていく.か，乙れも一つの

課題である。

なお，その他に，学習者の自主性の尊重，指導員の養

成・研修，現行の体験学習プログラムの評価，学習者の

定員，学習の費用等の問題がある。乙れらは，管理，運

営と密接に関連する問題なので，十分な論議を必要とす

るであろう。

3. 製作型体験学習の今後の方向

既 l乙述べたように，製作型体験学習は，学習者の認識

を事実に裏付けられたもの比変え，もっと作りたい，も

っと知りたいという意欲をかきたてる乙とができる。乙

の効果を活かし，学習を一層発展させるために，次の 4

項目を提案する。

|学習活動の効率化を図るため，ねらいを明確にする。

H 体験学習と知的学習を組み合わせ，上述のねらいを

達成するために最適な，学習形態を実現する。

111学習意欲の向上に応じて，学習者の自主的学習を保

障するために，所蔵資料と情報資料を整理し，検索

して利用できる状態にしておく。

IV製作意欲の向上に応じて，学習者の自主的製作を保

障するために，サークル(同好会)を組織し，作業

場を開放する。

そして，乙れらの 4 点を結びつけ，常時，有機的に機

能させる乙とが重要である。そのことを図-21r表現し

た。

n
L
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もっと知りたい

(-ーへ\
/寸 "-'''..，Jいト\

// \一一一一/ ¥ 

サークル〈同好会〉

作業場〈製作型体験

学習の場〉の公開

¥ ・全工程の体験

図-2 製作型体験学習のシステム

ご渉

事実に裏付け
られた認識

図-21乙示した製作型体験学習のシステムを採用すれ 遊ぴ型体験学習の例として，仙台市博物館のプレイミ

ば，先に述べた問題点を少しでも解決することができる。 ューヲアムを挙げる。乙乙のねらいは「体験ゃあそびな

すなわち，事前，または，事後の学習によって，知的学 どをとおして，新しい発見をし，博物館に親しんでいた
注泊

習プログラムの不十分さを補う乙とができる。また，サ だく」 ことである。部屋の名称だけではなく，ねら

ークルは，製作の全工程にわたる，各成員の自己学習を いにも「遊び」が位置づけられているので，乙乙で取り

基調とし，成員の相互学習を行い易いものにする。そう 上げた。

した時 l乙，サークル活動は，部分的体験を克服し，集団 プレイミュージアム(写真一 3 ， 4 )には，館の分類

学習の利点を活かしながら，学習者の自主性をも損わな

いであろう。さらに，サークルは，指導員の養成にも役

立つものと思われる。

さて，製作型体験学習を展開する館で，上述の 4 項目

を，一時的に完全に，または，部分的に満たす所はある

と思われる。しかし，先に述べた問題点が依然として残

っていることも事実であろう。それを，少しでも除くた

めには， 4 項目を血の通ったシステムとして具体化し，

絶えず維持していく乙とが，何よりも大切だと考える。

V. 遊び型体験学習
1. 遊び型体験学習の事件一一遊ぶ一一

(1) 仙台市博物館，プレイミュージアム

-13-
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写真 4 仙台博物館プレイミュージアム内部

に従えば，次の 6 種類のものがある。

|動かすもの;目立風流物人形，江戸とま，会津のか

ぎ車，鳥取のきりん獅子，熊本のきじ

車等。

11 鳴らすもの;三味線，和太鼓，尺八，ほら貝，当り

かね，弥生時代の土笛，銅鐸等。

111 着るもの;政宗具足及び付属品，秀吉具足及び付

属品等。乙れらは，月比 1 度，イベン

トの日のみ着用できる。イベントはテ

ーマ( r政宗に変身」等)が決まって

おり，定員制である。ただし，いつで

も，誰でも政宗の児は着用できる。

IV描くもの;写し絵用収蔵品フィルム，型取器等

Vパ ズル;サイコロパズル，芭蕉の辻15パズル・

組み木パズル等

VIハイテク;マイコンクイズ，ランダムアクセス世

界歴史旅行

乙れらのもので，学習者は自由に体験，または，遊ん

でいく。インストラクターは常駐しており，子ども達比

対して働きかける乙とがある。また，要請があった場

合には教える。しかし，それ以外には，指導という程の

ととは行っていないという乙とであった。

子どもから成人まで，幅広い年齢層の人々を対象とし

ている。だが，実際には，成人の多くは，見るだけで通

過していく。それに対して，子ども達は，郷土玩具一つ

取っても，珍しく，そして，動くものなので，一通り遊

んでいく。 rまた来ょう」という声をよく聞くとのこと

であった。

(2) 弥富北中学校の「ふれあいタイム」

体験学習の中 l乙遊びを取り入れた学校での実践に，弥

注21富北中学校のふれあいタイムがある。

乙の学校には，床面積870 平方メートルで，800人近レ

全校生徒が一堂に会して食事もする，多目的ホール C ラ

ンチルーム)カfある。

一方， r現在の中学校教育がかかえている問題は複朝

で多岐にわたっているが，その中でも特に非行問題は最

大の関心事であり，真剣に取り組んでいかなければなら
注包

ない最重要課題である」 という認識を，乙の学校￠

教職員も抱いている。

そ乙で， rランチルームを出発点として，ランチルー

ムを通した人づくり，人間教育を推し進めることによっ

て，全人的な人間形成をめざすことにした。」注23 具体
的な方法の中心が，全校生徒が一堂に会して行うランチ

ルーム給食である。そとでは，家庭の温かさや厳しさ，

家族揃つての語らい，年長者が年下の子を指導するとい

うことが，自然と行われているからである。

そして，他の方法の一つに， rふれあいタイム」があ

る。乙れは r昼の清掃後30分の『ふれあいタイム』は

忙しい学校生活の中でほっとひと，息つく乙とのできる時

間である。

先輩，後輩の別なく将棋で勝負する生徒，娯楽番組の

ビデオで笑い，あるいは読書で食後のひとときを過ごす

生徒，生き生きとしていかにも楽しげである。同じ趣味

を持つ者が集まり，語り合い，学年の枠を越えてふれあ
注24う，そんな中から心のゆとりも生まれてくる J とい

うものである。

上述のように， rふれあいタイム」には，将棋や，さ

らに，オセロで遊ぶコーナーがある。これは，仙台市博

物館のプレイミュージアムの「遊び」と，活動の上では

ほぼ同じだと思われる。

2. 遊び型体験学習の問題点と今後の方向

遊び型体験学習は，学校では弥富北中学校のほかは，
注お , 

ほとんど類例がない。 ま九，同中学校の場合は，非

行対策の一環として， rふれあいタイム J が設けられて

いた。とれは，仙台市博物館のプレイミュージアムが博

物館に親しむ場として設けられていたことと対象的であ

る。すなわち，活動内容が同じ「遊びJ であっても，学

校と博部館では，持っている意味が全く異ると言えるの

ではないだろうか。

それで，本稿では，遊び型体験学習は，厳密には，博

物館に独特なものと考える。

きて，製作型体験学習では，最初に効果について考察

した。しかし，遊び型体験学習では，現在の所，有効で

-14-
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あるという以上の乙とを考察することができない。何故 経験の役割を挙げているほどである。 注幻

ならば，考察する際のデータとなる。学習者の感想等を このように，体験は，教育上，非常に重要なものであ

採取する乙とが難しいためである。乙れは不特定多数の る。

人々を対象としており，学習者の実情を把握することが 一方，体験学習を実現し，維持していく上で，最も根

困難なととと軌をーにしていると思われる。各館とも， 本的な問題は，やはり，予算と人員の確保であろう。製

体験学習室を利用した人の実数を把握し得ないことから 作型の体験学習ならば，少くとも，材料費と専門の指導

も，それを伺うことからできる。 者の確保が，遊び型体験学習では， r遊び」の内容を調

そこで，本稿では，各館で展開されている遊び型体験 査・研究する費用の確保が挙げられるだろう。

学習の内容から問題を拾い出してみたい。 乙れらの問題を解決する場合Kは，博物館の姿勢，意

既に述べたように，遊び型の体験学習の内容には，一 気込みが基本になる。体験学習を一層充実させるために，

定のパターンがみられる。 各館が，体験学習の意義と効果を認識し，論議を高めて

o 鎧や民族衣装を着る。 いくことが，第一に必要な乙とだと考える。

o 楽器も含めた玩具で遊ぷ。 体験学習の価値を問い直し，展示，教育・普及，レク

o 土器等の考古資料や民具に触れる。 リエーション，調査・研究との新たな関係を見い出す乙

以上がそれである。乙れらは，製作型以外の体験学習 とが，博物館全体の発展にも寄与すると思われる。

を行っている館では必ず見られる型である。製作型体験 最後に，調査に御協力頂いた，各館の担当の方々にお

学習にも，一定の型は見られた。しかし，それらは，製 礼を申し上げます。

作，知的学習の両面で深化していく。奥の深いものであ

った。それは，技に通じる体験学習とも言えるだろう。

それに比べて，遊び型の体験学習は，浅く広く楽しむも

のというように感じる。

もし，そうであるならば，遊び型体験学習に一定の型

があることは問題であろう。多くの学習者に楽しんでも

らうためには，定型を打破し，より良いものを求めてい

く必要がある。つまり，新しい学習内容の開発と，人気

のある内容を残す精選とが要求されると思う。

まして，乙の型の体験学習が博物館独特のものであれ

ば，なおさら，博物館の手で，学習内容の開発と精選を

進めることが必要になる。乙れは，遊び型体験学習につ

いても，調査と研究が重要だということを意味している。

そして，乙の調査と研究，開発と精選の方向を示すの

は，学習者の要望や感想であろう。

遊び型体験学習を充実させ，楽しいものにするために，

学習者の意識調査を含む実態調査を行い，その結果i乙基

づいて，内容の開発と精選が行われる必要がある。そし

て，それを可能にするために， r遊び」の調査・研究が

博物館内部で認められる必要があるかもしれない。

VI. 終わりに

まず，体験は学習にとって重要であると言える。体験

は，感性的認識を理性的認識へと深めると同時に，学習
注26対象への関心を深め，価値づけを高めるのである。

さらに，体験は，人間の発達にとってすら，重要だ主言

われている。ピアジェは，心的発達の第 2 の要因として

注

1 )博物館利用が体験学習のーっと見倣されている例を

次 l乙示す。 r下町風俗資料館，書道博物館，樋口一

葉記念館，横山大観記念館の他，伊能忠敬，・牧野富

太郎の墓など，歴史上の人物についても数多く選択

され，教師自身の郷土の見直しにもなった。乙れら

を，体験学習として，各学年，各教科指導の中に位

置づけ，どの段階で活用するのが効果的かを試行し

ながら，指導計画を作成した。J( 加藤幸次編『小学

校体験学習の進め方~ 1984年，教育出版発行; P. 

151 ) 

2 ) r博物館における体験学習」を定義する際に，もの

をつくる体験学習と知的学習を対比的に捉えた，次

の記述を参考にした。 r学校教育では客観的資料と

いう，教科書や教師の話をすばやく理解できる能力

のほうが，手で個性的な作品をつくったり，身体で

表現したりする能力よりも，はるかに重要視されて

いるのです。J( 白井春男，久津見宣子著『ものをつ

くる乙とと授業~ 1985年，日本書籍発行; P.31 ) 

3 )図-3 に「勤労にかかわる体験的学習J (田村鍾次

郎編『勤労体験学習のねらいと実践~ 1985年，ぎょ

うせい発行; P.78) の表を示す。乙の表の生産的・

美化的活動，職業・家事と結びついた活動は，本稿

で取り上げた博物館の体験学習では見られないもの

である。それ故，本稿で扱った体験学習は，体験学

習全体からすれば，一部である。
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ー般殺事4宝 Tこは白雲!'!z科にかかわる体験

(知育・実u ・実習)

之-J
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〈劉宵・ 5高宵・健司Eの改善・充実〉

図-3 r勤労にかかわる体験的学習J

勤労体験学習の種類を示す表である。

4 )加藤幸次は， r 中学校体験学習の進め方J (1984 

年，教育出版発行; P. 2 -5 )の中で，体験学習を，

(1)勤労体験学習， (2)体験学習としての総合学習， (3) 

「遊び」としての体験学習の 3 グループに分けてい

る。そして， (1)勤労体験学習は rr 菊づくり J (弥

富北中)， r 学校園での花づくり J (府中六中)あ

るいは『創造の池づくり J (広島中)はそのよい例

であるくママ〉生徒たちは，乙乙でつくりかつ育て

るという労働に従事する J 学習である。 (2)体験学習

としての総合学習では「生徒たちは調べ歩き，調べ

たものを図や表にまとめ，レポートにする。さらに，

レポートを発表したり，調べた乙とを実際児確かめ

たり，製作したりする。 (3) r遊びJ としての体験学

習は「遊びJ Jr.中心を置いたプログラムである。

製作体験学習は(1)勤労体験学習に近く，遊び型体

験学習は(3) r遊び」としての体験学習に近いと思わ

れる。

なお，製作型体験学習と遊び型体験学習の区分を

考える際，次の記述を参考にした。 r製作活動を乙

のようにみてくると，同じ手を動かす乙とでも，ピ

アノをひいたり，絵をかく乙とと少し意味がちがう

し，いわゆる遊びともちがう。遊びと労働のちがい

は，遊びでは結果は必ずしも問わないが，労働は明

らかに何かをつくりだして，その伺かを作るという

目的にそくして結果を生みだすことであろう。J( 向

山玉雄編『遊びと労働で育つ子ども j 1979年，青木

書店発行; P.14-15) 

5 ) r清瀬市郷土博物館一一清瀬市民文化センタ一一一i

リーフレット

6 )ものをつくる授業は久津見宣子が始めたものである。

「子どもたちが，ものをつくる授業をよろこんでむ

かえるという乙とは，はじめからわかっていたこと

ではありません。乙の授業は，教育学者が理論的に

予知していたのではなく，現場教師が，授業にゆき

づまり，その打聞に苦しんだあげく，発見したもの

です。それは『授業を創る』誌(発行:授業を創る

社) 1 号と 2 号に白井と久津見宣子さんが報告して

いるように，久津見さんによってはじめられたものな

のです。J.(前出『ものをつくる乙とと授業 J ; P.8) 
7 )前出『ものをつくる乙とと授業 j ; P.78 

8 )前掲書P.78-79

9 )前掲書P.82-89 ， P.147 

10 )製作型体験学習で，事実に裏付けられた認識が今ま

での認識を変える例として，加曽利貝塚博物館の「土

器づくりの会」を挙げる乙ともできる。

乙の講座は「できるだけ，縄文時代と同じような

条件で，同じような作業を，身をもって追体験して

もらう J (後藤和民著『縄文土器をつくる J 1980年

中公新書; P.222 )というものである。そして，その

反省会で「誰もが口にすることは，…中略…漠然と

して抱いていた縄文時代とか，縄文人とか縄文土器

というものに対する従来の認識やイメークが，乙の

土器づくりの体験によってみごとに崩れ去ったとい

う乙とである。

縄文人とは，意外にすぐれた知識と技術をもった

人間で，とても野蛮とか未聞とかいえたものじゃな

い。もっとわれわれ現代人の身近にいて，しかも，

ある面ではわれわれより優れた人間だったんだなと

いう印象をもった，と語る参加者が多かった。J( 前

掲書; P.226-227 ) 

事実に裏付けられた認識が今までの認識を変える

という乙とは，理解できるということを含んでいる。

佐伯鮮は，認知心理学の立場から， rつくる」乙と

とわかる乙との関連を以下のように述べている。 r何

かを『つくってみる』乙とにより，いもづる式に関

連する事実を引きずりだしてくるという理解の方略

もある。古代人の土器を実際に作ったり，住居をそ

っくり再現してみたりすることによって，当初は予

想もしなかったこととの関連性が発見されるという

ことは，歴史研究でもよくある乙とときく。

物理学での模型実験でもおなじ乙とがあり，模型

をつくった結果がわかる以前に，つくろうとしてみ

る乙とによって，その過程でものごとがはっきりし

てくることがある。J( 佐伯酔著『コンピュータと教

育 J 1986年，岩波新書; P.l55 ) 
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11) 前出『ものをつくる乙とと授業 j ; P.155 

群馬県立吾妻都嬬恋村立鎌原小学校では，全校生徒

を挙げて，キャベツ， トウモロコシ，ジャガイモを

作る「あさま農園学習」を展開した。栽培活動の一

つの効果として r理科や国語，家庭科を中心児教

科学習に深みが出てくる。特 l乙理科の植物教材で探

求的な学習がされたり，物を深く見つめて書く作文

が多くなったり，調理や食物に対する関心が深まっ

てきたJ (前出『小学校体験学習の進め方 j ; P.49 

-50 )乙とを紹介している。乙れも，体験学習が，

今までの認識を変革するという良い例である。

12 )博物館の製作型体験学習で，学習者の製作意欲が向

上したという例を，先に掲げた加曽利員塚博物館の

実践から見い出す乙とができる。すなわち，最初，

「受験生の人たちは，家庭の主婦や停年退職の老人

が多く，そんな重労働に耐えられるだろうかとか，

もっと気軽な気持で参加したのに，何だか堅ぐるし

く，しかめつらしい，乙んなはずじゃなかった，と

いうような，複雑な表情で聞いていた。J (前出『縄

文土器をつくる j ; P.222 )それが，最後の反省会で

は， rいままで気づかなかった，さらなる魅力と謎

を発見し，新たな興味と親しみを抱いたので，もう

一度，最初から乙の講座を受け直して，再度，縄文

土器 l乙挑戦してみたい…。」という感想を抱くように

なる。乙れは，縄文土器の魅力と共 I r. ，体験学習の

性質が，学習者の製作意欲を高めると考えられる。

13 )前出『ものをつくる乙とと授業 j ; P.153 ，なお，物

を作る体験学習が，喜びゃ満足感をもたらす乙とを，

学校での他の実践例からも示せる。先のあさま農園

学習では， r自らの手で荒地を拓き，播種，植えつ

け，草とり，施肥，手入れ，収穫と一貫した学習を，

六年生を中心にして成し遂げられた乙とは何よりの

成果である。そして豊かに実った作物を自にした子

どもたちの自民喜びl乙満ちた輝きが見られた。J( 前

出『小学校体験学習の進め方 j ; P.48-49 )と乙

ろで，勤労体験学習を行った者は，その勤労への意

欲が高まるという調査結果がある。 r勤労体験学習

を行った生徒は，そのような活動を行おうとする意

欲が強くなり，その活動をより高く価値づけるよう

になる。J (前出『勤労体験学習のねらいと実践 j ; 

P.218 )乙の場合，勤労体験には製作体験も含まれて

いると考えられる。よって，乙の調査結果は，製作

型体験学習は製作意欲を高めるということの裏付け

のーっとなるであろう。

14 )加曽利貝塚博物館では， r土器づくりの会j の受講

経験者で「加曽利貝塚土器づくり同好会J が組織さ

れた。この会員達は「各自が土器をつくるために，

加首利貝塚に収蔵され展示されている土器だけでは

物足らなくなって，各地の博物館を尋ね廻り，なん

どもなんども足を運び，各自のテーマにもとづく，

対象の土器を徹底的に調べているのである。J( 前出

『縄文土器をつくる J ; P.230 )乙乙にも，製作型体
験学習が知的学習意欲を高めるという例がある。

15 )前出『ものをつくることと授業 j ; P.157 

16 )前掲書; P.162 

17 )前掲書; P.158 

18 )千葉県立美術館報『みる，かたる，つくる j Vo1.12 , 

f占13

19 )千葉県立美術館友の会だより『しおさい』地49

20 )仙台市博物館「プレイミューヲアムとあんない」リ

一フレット

21 )愛知県海部郡弥富町立弥富北中学校

22 )前出『中学校体験学習の進め方 j ; P.142 

23 )前掲書; P.143 

24 )前掲書; P.149 

25 )実際に学校の中では， r r 遊び』はまさに遊びであ

って，教育的な価値が認められていない。わずかな

休み時間でも，いわゆる『業間体育』で埋めている

学校のいかに多いことか。二O分の給食の後に，清

掃活動を入れてしまって，せっかくの昼休みが，ほ

とんどない学校も多い。J (前出『中学校 体験学習

の進め方 j ; P. 4 -5 ) 

26 )感性的認識はいわば事象の個々の面だけを見るもの

で，それは現象面の観察理解だけにたよった場面に

生ずる」①一方 r理性的認識は事象内，事象聞の

関連性や法則性を知る」②乙とである。そして， r学

習における認識面や情意面について，対象l乙実際 l乙

働きかけることにより，感性的認識から理性的認識

への深まりという乙と，また情意的側面として学習

対象への関心を深め価値づけを高めるという勤労体

験の効果」③がある。(前出『勤労体験学習のねら

いと実践 j ;①はP.87-88，②はP.88，③P.91 )ま

た，現在，学習にとって体験が重要である乙とを指

摘する次のような声もある。[""言葉だけが氾濫して，

行動と体験の貧弱なテレビ時代の子どもたちを相手

にするとき，かれらの言葉を，大人の言葉と同様に

内実の伴ったものと見なすことは危険である。もの

をつくる授業の重要性が乙乙にある。子どもの予想
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する力，考えあう力は，子どもの経験をたしかなも

のに育て，広げていく中で，実現されていくのであ

ろう。J (宮原武夫著『歴史の認識と授業 j 1981年，

岩崎書店発行; P.51 ) 

27-) rわれわれは，心的発達に今日までのところ関与す

るとみなされうる四つの一般的要因を議論すること

で，満足しなければならない。それは，以下のよう

-18-

である。…中路…第二の基本的な要因は，練習およ

び，もろもろの対象物に向かつて働きかける(社会

的なものと対象的に)活動において習得される経験

の役割である。J (ジャン・ピアジェ，ベルベル・イ

ネ Jレデ著，波多野完治，須賀哲夫，周郷博訳『新し

い児童心理学 j 1969年，白水社発行; P.154-155 ) 


